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DNSのv6への対応って?

• authoritativeサーバ

– v6関連のRRを設定する。
• AAAA

www  IN  AAAA  2001:db8::80

• PTR
0.8.略.ip6.arpa. IN PTR  www.example.jp.
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DNSのv6への対応って?(つづき)

• recursiveサーバ/authoritativeサーバとも
– v6トランスポートを経由してquery/responseをやりとりできるよう
にする。

– OS/サーバソフトウェアは今どき困らないのでは?

– v6コネクティビティの確保:がんばれ!

• recursiveサーバ
– v6 reachableなrootサーバは存在する。

– root hintにもAAAAは載っている。

– でも、まだしばらくはv6 onlyでは検索できない部分木もあるだろ
う。

• authoritativeサーバ
– authoritativeサーバ自身のAAAAを書く。

• glueも忘れずに。

枯渇までに、この
フェーズは済ませてお
かなきゃいけない。
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DNSのv6への対応って?(つづき)

• v6トランスポートでquery/responseできることと、
v6関連のRRを設定することとは独立。

– v4 onlyのauthoritativeサーバがv6アドレスのPTR

を応答してもよい。

– dual stackのクライアントがv4トランスポートでAAAA

をqueryしてもよい。

– それどころかIPトランスポートで
% dig  version.bind  TXT  CH

とかするでしょ?
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v6トランスポート

• 疑問

– dual stackのrecursiveサーバは、authoritative

サーバへのqueryにv4/v6どちらを優先的に使うの?
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v6トランスポート(つづき)

• 自サイトのv6トランスポートの質が心配なら、よく
なるまでv4 onlyで待った方がDNSサービスのレ
スポンス/安定性はいいかも。

– recursiveサーバにはv6でqueryさせない。

– authoritativeサーバのAAAAは書かない。

• あくまで過渡的な話。今日は後ろ向き禁止!

• エンドユーザに「やっぱv6ダメぢゃん」と言わせた
ら負け。
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ネーミングコンベンション

• www.v6.example.jp

– アプリケーション層(とユーザ)にトランスポートを意識
させるためのhack = layer violation

– v6コネクティビティの質に不安がある間は意味はある。

– かめが踊ることを喜べるヒトにも意味はある。

– 気づいたらv6を使っていた、には逆行。

– v6が当たり前の時代になったら、「v6」って入ってるの、
はづかしくない?
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1つのインターフェースに複数のアドレスを振れる

2001:db8:2914::80

2001:db8:2500::80

単純にAAAAを2つ設定して
ラウンドロビンして
幸せになれるか?

実
在
の
会
社
・
団
体
と
は
無
関
係
デ
ス

★★
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固定アドレス

• AAAAとPTRを設定すればよい。

• 外からアクセスされるサーバ(MX、Web、NSな
ど)のAAAAは、なきゃ話にならん。

• サーバ類のPTRって何に使う? 必要かなぁ?
– v4では「設定するでしょ、ふつ～」な面がある。

• ルータのPTRは、設定しておくとtracerouteした
ときに幸せ。
– 利便性より情報隠蔽を重んじる選択もあり得る。

• 整合性をチェッキングーなツールは?
– dnswalkは非対応のまま進化していない。
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動的割当アドレス:v4を振り返る

• DNSという仕掛けができた。

• 正索き/逆索きともキチンと設定することが定着。

• 逆索きできないアドレスからは接続させない
anonymous FTPやIRCのサーバが出てきた。

– バリエーション:さらに正索きして元に戻らないとダメ。

• という状況で、動的割当されるIPアドレスが登場。
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動的割当アドレス:v4を振り返る(つづき)

• DNSに登録しないと、anonymous FTPやIRC

に接続できない(既成事実)。

• プール空間を網羅して設定することで解決。

– 力技

– v4では現実的なオーダだった。

• 動的割当のアドレスもDNSに登録されていること
が既成事実になった。

• アドレスの素性はDNSに載ったが、ホストの素
性はDNSから失われた。

したのか?



Copyright 200９ (C) Koh-ichi Ito, all rights reserved
12

動的割当アドレス:v6では

• 力技、再び…か?

– /64だとしても16nibbleある。

– 網羅したらゾーンデータの寸法が大変なことに…。

• では特定のホストだけ登録する?

– オフィスなどなら、まだ現実味もあるけど、アドレスは
PnPなのに、それをDNSには手で設定するって間
違ってない?

– 不特定のホストがつながってくるISPでは無理。

– RtSol+dynamic updateの実装ってないのかな?

君に、胃がキュン
弱気なぼくら
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さぁ、どうしよう

• どうも、v4のやり方をそのままv6に持ち込むのは
無理っぽい。

• v6での身元確認はDNSに頼るべきではない、と
いう意見もある。

• 仕掛けとしてDNSを使うとしても、具体的な方法
は変わるだろう。

– ワイルドカードにPTRを設定するという案もある。

– ホストアドレスではなくprefixにPTRを設定するという
案もある。

– いずれにしても、正索きしたって元には戻らない。
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まとめ

• たかがアドレスが長くなるだけでしょ?

– v6トランスポートを有効にしてAAAAとPTRを設定すればいいん
だろ?

•間違いでした ;_;

• 新しいコモンセンスを形成しなきゃいけない気が
する～ぅ。


